
Zaira Kido

病を得て、今はボランティア

【アメリカ】

　現在、私はカリフォルニア州トーラ
ンスで夫と息子2人（中学生と高校生）
の計4人で暮らしています。息子達の
教育の傍ら、2006年に介護システム
「ホープ・インターナショナル・ホスピ
ス」でボランティアを始めました。
　週1回、患者の家を訪れ、末期患者
やその家族と接し、食事や買い物な
どの手助けをしています。「何をしま
しょうか」「気分はいかがですか」と
いった何気ない会話から始まって、
話を聞いてあげることが多いです。
患者さん達も覚悟が決まっていると
いうか、どこの家庭も穏やかで「お話
しできて楽しかった」と喜んでいた
だき、私も嬉しくなります。
　私がボランティアを始めるきっか
けになったのは、1996年（13年前）
に「ホープ・インターナショナル・ホス
ピス」の最高責任者のＮ医師に乳ガン
を治療してもらったことからです。
　その時、ガンはかなり進行してお

り、様々な検査の結果もよく
なかったのですが、担当のＮ
医師は本当に親身になって
くださり、「まだこういうの
がありますよ」と臨床試験
中の治療方法について時
間をかけて熱心に説明し
てくれました。そして、「は
るみさんには一番合って
いるだろう」ということ
で、ガン専門の病院「シ
ティ オブ ホープ」で臨
床試験中の治療を受け
ることになったのです。
　当時、子どもたちも小

さく、「病気を治したい。前向
きに生きなければならない。」
という気持ちでいっぱい。夫は
ガンの専門書を読み、私の看病
と自分の仕事・家事・育児と全
てよくやってくれました。日本
から家族や従姉妹も駆けつけ、
友人・親戚の支援もあり、私は治
療に専念できて幸いでした。
　また、「シティ オブ ホープ」に
は患者の数より遙かに多くのス
タッフ（ドクター・ナース・セラピ
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スト・そしてボランティア）がおり、と
ても心強かったです。病院敷地内の
コテージで数週間、自炊をしながら、
強い化学治療を受けましたが、点滴
をしたままゴルフカートで治療室に
移動する時の送り迎えなどはボラン
ティアの方にお世話になりました。
　このようにして、Ｎ医師や多くの
方に支えられ、10年以上たっても再
発することなく今に至っています。

▲「シティ オブ ホープ」

▲カリフォルニアで25年間
生活している川崎市出身
の高津はるみさん

　元気になり、お世話になった方達
に恩返しをしたいと思っておりまし
たところ、担当してくださったＮ医
師が開設したホスピスでナースとボ
ランティアを探していると聞き、即
答でボランティアを引き受けまし
た。少しでもお手伝いができればと
思いつつ今日に至っております。
　介護のお手伝いをしているうちに
医療の専門知識を身につけたくな
り、以前通っていたカレッジで看護
科を専攻し、 昨年末にアシスタント
ナースのライセンスを取得しまし
た。その後、ホームヘルスエイドにも
合格しましたが、より高度のライセ
ンスを取得したいので医療の勉強を
続けています。あまり得意ではない
化学や生物の分野を英語で受講する
のはかなり努力を要することでくじ
けそうになりますが、家族のために
も、手助けを必要としている人達の
ためにも、そしてなにより親身に
なって乳ガンを治療して下さったＮ
先生のお力になれたらと願い頑張っ
ています。
（文書編集：編集ボランティア　福地直子）
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「シティ オブ ホープ」
　ガン専門病院。ロスアンゼルスの北東部にあり、美しい景色に囲まれ、緑多い広大な敷地の中に、治療に必要なあらゆる施設が整っ
ている。末期患者のためには家族と共に治療しながら生活できるコテージが設置されている。そこにはシステムキッチンや障害者に
も使い勝手のよいバスルームがあり、居間にはゆったりくつろげる家具が備え付けられ、静かでプライベートな時間が保たれている。

これまで日本でどんなお仕事をされましたか？
　以前住んでいた愛知では、県から派遣されて、
有名な進学校で帰国子女のお世話や補習を行い
ました。優秀な学生が多かったです。その後、愛
知県立大学で教えたあとパリに移り住み、また
日本に戻った時に、論文審査を経て「なごや民間
大使」に任命されました。次に、在日アルジェリ
ア大使館に総領事としてスカウトされました。
　現在は、自宅で子どもたちに英語を教えていま
すが、彼らは外国のことにとても興味を示します。
本や文房具のない外国のお友達の話をすると、自
分のものをわけてあげたいと言ってくれます。

NPO法人UAMAA(“ウンマ”＝地中海・アラブ・ア
フリカ支援ユニオン)について
　アルジェリアに帰るたびに、
私の子どもたちが退屈そうに
していたので、その理由を考
えました。そして、アフリカで
は図書館や公民館・児童館や公園さえも十分に
ないことに気づいたのです。私の知っている
図書館にはたった2冊の本があるだけで、「貸し
出し」はできないし、たくさんの子どもたちが本
を読む順番を待っています。なぜって、国には図
書館を建てたり、十分に本を揃えたりする経済
的な余裕がないからです。とても寂しく悲しい
気持ちになりました。
　一方で、私が名古屋で民間大使をしたとき、た
くさんの日本の子どもたちと会う機会を得まし

た。みんな恵まれ
ていて、生きるた
めの楽しさや希
望があると感じ
ました。同時に、
アフリカのこと
はよく知らない
んだなぁとも…
　そこで、自分に

できることは何かと考えて、NPO法人UAMAA
を立ち上げることにしました。図書館を充実さ
せるために本を送ったり、日本のみなさんにそ
れらの地域の現状を知ってもらう活動を始めま
した。
　このような活動に興味がある方、参加してみ
たい方、是非一度私たちにコンタクトしてみて
ください！
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NPO法人UAMAA地中海・アラブ・アフリカ支
援ユニオン　代表 城戸ザイラさん

日本にいらっしゃったきっかけは？
　主人（日本人）とパリで出会ったことです。
　日本に関しては、小学校6年生の時に、社会科
で広島の原爆のことを学び、ショックを受けま
した。しかし、その時は誤解をして、日本が他国
にそういうことをしているんだと思い込み、絶
対に行きたくないと思いました。後で、広島は日
本にあるのを知りました。高校の時には、日本文
学に興味を持ち、図書館で島崎藤村の「家」とい
う本に出会いました。日本の家族とイスラム圏
の家族がすごく似ているというのが印象に残り
ました。

これまでどういう国で過ごされたんですか？
　アルジェリアはフランスの植民地だったため、
ライフスタイルもヨーロッパと全く一緒。イスラ
ム圏だけど自由、そういう国に育ちました。そし
て、フランスや日本に長くいましたから、私はアイ
デンティティーをいっぱい持っています。今の活
動（英語講師やNPO活動）も、何でも屋さんと
いってもいいほどです。オリジナリティー（私の
個性）はひとつと言うのではなく、私はコスモポ
リタン（国際人）かもしれません。

日本に来て驚いた
ことは？
　バスが時間通り
に来ることにすご
く驚きました。また、
当時の日本は世界
一安全な国でした。
海外、特にアフリカ

やヨーロッパは、夜は危険で、子どもは暗くなる
前に帰らなければ家族に叱られてしまいます。
　日本でも苦労はいっぱいありましたが、すべ
て勉強と思っています。苦労しないと前には進
めない。花は必ず咲くと信じて、苦労と思わずに
います。

日本語の習得は？
　特に学校には行っていません。1日8時間本を
読んで、1年くらいかかって日本語を学びまし
た。あとはテレビかな。「まんが日本昔ばなし」が
大好きです。家族とはフランス語でコミュニ
ケーションをとります。

お問い合わせ先

「NPO法人UAMAA地中海・アラブ・アフリカ支援ユニオン」
http://www.uamaa.org/

　国際交流は大人になって急にできるものではなく
て、子どもの頃から「見て・聞いて・触れて」感じるもの
だと思います。そして、コミュニケーションにはやは
り手段が必要ですから外国語ができることはステキ
なことでしょう？そして自分と異なる文化を持つ人
達がいて、それを知って、認め合い理解しようとする
ことが第一歩ではないでしょうか。そうしたら自分の
国ももっとわかりますよね。
（取材、文：編集ボランティア　青柳尚子・日地谷美樹）

▲写真は全て「AFRICAN FESTA 2009」
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